
時代 西暦 元号 静 岡 県 の で き ご と 

 

 

 

 

 

旧石器時代 浜
はま

北
きた

人(浜北)が洞
どう

窟
くつ

で生活していた 

旧
石
器 紀元前  子

ね

ノ
の

神
かみ

・休
やすみ

場
ば

(沼
ぬま

津
づ

)・池
いけ

端
はた

前
まえ

(磐
いわ

田
た

)などに旧石器の遺
い

跡
せき

 

縄 

文 

1 万 

 

 

 

 

 

縄
じょう

文
もん

時代がはじまる 木
き

島
じま

(富
ふ

士
じ

川
がわ

)・天
てん

間
ま

沢
ざわ

(富
ふ

士
じ

)・天
てん

王
のう

山
ざん

(清
し

水
みず

)・西
にし

貝
かい

塚
づか

(磐田)・蜆
しじみ

塚
づか

貝塚(浜
はま

松
まつ

)・上
かみ

長
なが

尾
お

(中
なか

川
かわ

根
ね

)などに遺跡。狩
しゅ

猟
りょう

・漁
ぎょ

労
ろう

の生活を

していた。伊
い

豆
ず

の黒
こく

曜
よう

石
せき

遺跡も有名 

400 

 

 

 

弥生
やよい

時代がはじまる 山
やま

木
ぎ

(韮
にら

山
やま

)・原
はら

添
ぞえ

(清水)・登
と

呂
ろ

・丸
まり

子
こ

(静岡)・白
しら

岩
いわ

(菊
きく

川
かわ

)・伊
い

場
ば

(浜松)などに遺跡 弥 

生  

紀元 

 

 

農耕生活がはじまる。金属器の使用もみられ，釣
つり

(三
みっ

ヶ
か

日
び

)・悪
あく

ヶ
が

谷
や

(細
ほそ

江
え

)な

どでは銅
どう

鐸
たく

が出土 

250 

 

 

 

古
こ

墳
ふん

時代にはいる 遠
とおつ

淡海
あわみ

・久
く

努
ど

・素
す

賀
が

・廬
いお

原
はら

(庵
い

原
はら

)・珠
す

流
る

河
が

・伊豆の小地

域に分立し，大和
やまと

朝
ちょう

廷
てい

の支配下となる 

  古墳 前期 松
しょう

林
りん

山
ざん

(磐田) 谷
や

津
つ

山
やま

(静岡) 東
ひがし

坂
ざか

(富士)など 

 

 

 

 

中期 堂
どう

山
やま

(磐田) 光
こう

明
みょう

山
ざん

(天
てん

竜
りゅう

) 浅
せん

間
げん

(富士) 三
み

池
いけ

平
だいら

(清水) 

など 

古 

墳 

 

 

 

 

後期 磐
いわ

田
た

原
はら

 有
う

度
と

山
さん

麓
ろく

 愛
あし

鷹
たか

山などの群集墳のほか 

地
じ

蔵
ぞう

ヶ
が

谷
だに

(袋
ふくろ

井
い

) 西
にし

方
かた

(菊川) 伊
い

庄
しょう

(静岡) 江
え

ノ
の

浦
うら

(沼津) 

などにも古墳群(大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

の薄
はく

葬
そう

令によっておとろえる) 

645 大化 1大化の改新 

646 

 

2遠淡海・久努・素賀の 3 国は遠
とおと

江
うみ

国に，伊豆・廬原(庵原)・珠流河の 3 国は大
おお

井
い

川を境に駿
する

河
が

国となる 

660  駿河国，百済
くだら

を救済するための造船の命を受ける 

663  廬原の王
きみ

，健
こん

児
でい

1 万余人を率いて白
はく

村
すきの

江
え

で唐
とう

軍と戦う 

680  駿河の 2 郡(田
た

方
がた

・賀
か

茂
も

)をさいて，伊豆国をおく 

681 

 

 

 

駿河・遠江・伊豆の各地に条
じょう

里
り

制
せい

が実
じっ

施
し

される。このころ日
ひ

吉
よし

廃
はい

寺
じ

がつくら

れる(沼津) 

702 大
たい

宝
ほう

 2大宝律
りつ

令
りょう

により，猪
いの

鼻
はな

・栗
くり

原
はら

・伊
い

摩
ま

・横
よこ

尾
お

・初
はつ

倉
くら

に駅がおかれる 

飛 

鳥 

703 3阿
あ

倍
べの

市
いち

が開かれる(静岡市のはじまり) 

710 和
わ

銅
どう

 3平
へい

城
じょう

京
きょう

遷
せん

都
と

。このころ伊豆・駿河地方に織物がさかんになる 

720 養
よう

老
ろう

 4蝦夷
えみし

征
せい

討
とう

軍に遠江軍団が従
したが

う 

724 神
じん

亀
き

 1配
はい

流
る

の遠近を定め，伊豆国は遠
おん

流
る

の地と定められる 

730 天
てん

平
ぴょう

 2このころ山
やま

部
べの

赤
あか

人
ひと

，田
た

子
ご

の浦
うら

で富士をよむ(万
まん

葉
よう

集
しゅう

) 

739  11駿河国，正
しょう

税
ぜい

帳
ちょう

を上
じょう

申
しん

する(翌年，伊豆国も同様に) 

741  13駿河(静岡)・伊豆(三
み

島
しま

)・遠江(磐田)に国
こく

分
ぶん

寺
じ

を建てる 

奈 

良 

781 天
てん

応
のう

 1富士山が噴
ふん

火
か

(800 年，864 年にもたびたび)。このころ伊豆国ききん 

794 延
えん

暦
りゃく

 13平
へい

安
あん

京
きょう

遷都 

805  24 坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

，富士浅
せん

間
げん

神社を大
おお

宮
みや

につくる(富
ふ

士
じの

宮
みや

) 

864 貞
じょう

観
がん

 6駿河国柏原駅をやめ，富士郡蒲
かん

原
ばら

駅を富士川の東に移す 

平 

安 

923 延
えん

長
ちょう

 1遠江鎌
かま

田
た

御
み

厨
くりや

が伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

の社領となる(磐田) 



  このころ荘
しょう

園
えん

が各地に広まり，武士がおこる 

925 

 

3榛
はい

原
ばら

郡内に八郷一駅(質呂
しとろ

・駅
えき

家
や

・榛原・大
おお

江
え

・神
かん

戸
ど

・細
ほそ

江
え

・船
ふな

木
き

・相
さが

良
ら

)が

あった 

1016 長
ちょう

和
わ

 5藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

，摂
せっ

政
しょう

となり，藤原氏全
ぜん

盛
せい

期
き

をむかえる 

1160 永
えい

暦
りゃく

 1 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

，伊
い

豆
ず

国蛭
ひる

ヶ
が

小
こ

島
じま

に流される(韮
にら

山
やま

) 

1173 承
じょう

安
あん

 3僧
そう

文
もん

覚
がく

，伊豆に流される 

1176 安
あん

元
げん

 2河
かわ

津
つ

祐
すけ

泰
やす

，狩
かり

場
ば

で一族の工
く

藤
どう

祐
すけ

経
つね

に射殺される 

1180 治
じ

承
しょう

 4頼朝，伊豆で兵をあげる(石
いし

橋
ばし

山
やま

の戦い) 頼朝，弟義
よし

経
つね

と黄
き

瀬
せ

川で対面する

1185 文
ぶん

治
じ

 1頼朝，諸国・荘園に守
しゅ

護
ご

・地
じ

頭
とう

をおく。伊豆国が頼朝の知
ち

行
ぎょう

国となる 

 

1189 5頼朝の命令で北
ほう

条
じょう

時
とき

政
まさ

が｢願
がん

成
じょう

就
じゅ

院
いん

｣を建てる 

1192 建
けん

久
きゅう

 3鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が開かれる 

1193 

 

4曽
そ

我
が

兄弟，父の敵
かたき

工藤祐経を富士の裾
すそ

野
の

で殺す。頼朝が弟範
のり

頼
より

を伊豆修
しゅ

善
ぜん

寺
じ

に

追い，殺す 

1200 正
しょう

治
じ

 2梶
かじ

原
わら

景
かげ

時
とき

一族，駿
する

河
が

の狐
きつね

ヶ
が

崎
さき

で国人らと戦い敗死する(清
し

水
みず

) 

1202 建
けん

仁
にん

 2 聖
しょう

一
いっ

国
こく

師
し

，駿河国安
あ

倍
べ

郡に生まれる 

1203 3北条時政，執
しっ

権
けん

となる。将軍頼
より

家
いえ

が修善寺にとじこめられ，翌年殺される 

1205 元
げん

久
きゅう

 2時政の将軍実
さね

朝
とも

殺害の計画がもれ，時政剃
てい

髪
はつ

して伊豆北条に退
しりぞ

く 

1219 承
じょう

久
きゅう

 1北条泰
やす

時
とき

，駿河守
かみ

となる 

1282 弘
こう

安
あん

 5一
いっ

遍
ぺん

，三
み

島
しま

神社に参けいし，沼
ぬま

津
づ

付近に時
じ

宗
しゅう

が広まるもとをつくる 

鎌 

倉 

1333 

 

元
げん

弘
こう

 

 

3鎌倉幕府がほろびる。今
いま

川
がわ

範
のり

国
くに

，遠
とおと

江
うみ

の守護となる。のち駿河の守護もかね

る 

1338 延
えん

元
げん

 3 足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

，征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる 

 

南
北
朝 

1349 

1392 

正
しょう

平
へい

 

元
げん

中
ちゅう

 

4 

9 

伊豆国が関
かん

東
とう

管
かん

領
れい

の所管となる 

今川泰
やす

範
のり

，駿
すん

府
ぷ

に入る 

室
町 

 

1467 

 

応
おう

仁
にん

 1

 

応仁の乱
らん

おこる 

1487 長
ちょう

享
きょう

 1 伊
い

勢
せ

長
なが

氏
うじ

(のちの北条早
そう

雲
うん

)，今川氏
うじ

親
ちか

を今川家当
とう

主
しゅ

にむかえる 

1491 

 

延
えん

徳
とく

 

 

3 

 

伊勢長氏，浮
うき

島
しま

より韮山城に移り，堀
ほり

越
ごえ

御
ご

所
しょ

をおそって公
く

方
ぼう

足利茶
ちゃ

々
ちゃ

丸
まる

をほ

ろぼす 

1495 明
めい

応
おう

 4 北条早雲，小
お

田
だ

原
わら

城を攻
せ

める 

1510 

 

永
えい

正
しょう

 

 

7 

 

このころ各地に一
いっ

揆
き

おこる。遠江に大津
つ

波
なみ

がおこり東海の各駅がこわされる。

新たに新
あら

居
い

駅をおく 

1526 大
たい

永
えい

 6 今川氏親，｢今川仮
か

名
な

目
もく

録
ろく

｣33 か条を制定する 

1549 天
てん

文
ぶん

 18 徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

，人質として駿府に来る(当時 8 歳) 

1551  20 日
ひ

吉
よし

丸
まる

(のちの豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

)，浜
はま

松
まつ

で松
まつ

下
した

嘉
か

兵
へ

衛
え

に仕
つか

える 

1560 永
えい

禄
ろく

 3 今川義
よし

元
もと

，桶
おけ

狭
はざ

間
ま

の戦いで敗死する 

 

戦 

国 

1568  11 武
たけ

田
だ

信
しん

玄
げん

，駿府を攻
こう

撃
げき

し，家康と駿・遠の分割を約する 

1260 文
ぶん

応
おう

 1日
にちれん

，実
じっ

相
そう

寺
じ

で立
りっ

正
しょう

安
あん

国
こく

論
ろん

をあらわす(富士) 

1261 弘
こう

長
ちょう

 1幕府，日を伊豆川
かわ

奈
な

に流す 



1570 

 

元
げん

亀
き

 

 

1 

 

家
いえ

康
やす

，浜
はま

松
まつ

城に移る。信
しん

玄
げん

，駿
すん

府
ぷ

を占領し，浅
せん

間
げん

神社に市
いち

をひらくことを許

す 

1572 

 

 

 

3 

 

再建の国
こく

分
ぶん

寺
じ

が徳
とく

川
がわ

・武
たけ

田
だ

の兵火によって焼失。信玄，家康を三
み

方
かた

が原
はら

に攻
せ

め，

家康は大敗して浜松城に帰る 

  

1573 天
てん

正
しょう

 1 室
むろ

町
まち

幕府がほろびる 

1575 3織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

，家康と連合して長
なが

篠
しの

の戦いで武田勝
かつ

頼
より

を破る 

 

 

 

 

家康，兵を駿
する

河
が

に進め由
ゆ

比
い

・倉
くら

沢
さわ

・諏
す

訪
わ

原
はら

(牧
まき

ノ
の

原
はら

)・小
こ

山
やま

の諸城を攻める。

信長，東
とう

海
かい

道
どう

を改修する 

1577 5武田勝頼，沼
ぬま

津
づ

城を築
きず

き，高
こう

坂
さか

源
げん

五
ご

郎
ろう

をおく 

1582 

 

 

 

10家康が信長の甲
こう

州
しゅう

攻めで駿河からの攻
こう

撃
げき

を担当する。武田氏滅
めつ

亡
ぼう

。本
ほん

能
のう

寺
じ

の

変がおこる 

1586  14家康，駿府城に移る 

1587  15家康の命令で見
み

付
つけ

の宣
せん

光
こう

寺
じ

に鐘
かね

がつくられる(磐
いわ

田
た

) 

1588  16寺
てら

谷
だに

用水が完成する。このころより遠
えん

州
しゅう

地方で総
そう

検
けん

地
ち

が行われる 

1590 

 

 

 

 

 

18家康，長
なが

窪
くぼ

城で豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

をまち，大軍で小
お

田
だ

原
わら

城を攻撃する。家康，駿・遠・

甲・信・三の 5 か国より関東へ移
い

封
ほう

され江戸城に入る。駿府城主は中
なか

村
むら

一
かず

氏
うじ

，

浜松城主は堀
ほり

尾
お

帯
たて

刀
わき

，沼津城主は中村彦
ひこ

右衛
え

門
もん

となる 

1591  19 山
やまの

内
うち

一
かず

豊
とよ

，掛
かけ

川
がわ

城主となる 

1594 文
ぶん

禄
ろく

 3秀吉の命令で，検地が行われる(浜松) 

1600 慶
けい

長
ちょう

 5関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦い。今
いま

切
きり

に関がおかれる(新
あら

居
い

) 

1601 

 

6家康，東海道に宿場を設置し，各宿に伝
てん

馬
ま

掟
おきて

朱
しゅ

印
いん

状
じょう

をあたえ，馬
ば

借
しゃく

問屋を

建てさせる 

安 

土 

桃 

山 

 

 

 

 

浜松 15 町が伝馬町となる。姫
ひめ

街
かい

道
どう

に気
き

賀
が

の関がおかれる。このころ，安
あ

倍
べ

奥
おく

で茶の生産が始まる 

1603 8家康，征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となり，江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

を開く 

1604 9家康，大
おお

久
く

保
ぼ

長
ちょう

安
あん

に命じ，東海道に一
いち

里
り

塚
づか

をつくり，並木を植えさせる 

1607  12家康，駿府に移る。家康の命令で角
すみの

倉
くら

了
りょう

以
い

が富士川に舟
しゅう

運
うん

を開く 

1616 元
げん

和
な

 2家康，駿府で死亡。遺
ゆい

言
ごん

により久
く

能
のう

山にほうむられる 

1618 4箱
はこ

根
ね

に関所がおかれる 

1624 

 

寛
かん

永
えい

 

 

1徳川忠
ただ

長
なが

，甲
こう

府
ふ

から駿遠 50 万石で駿府城主に封
ほう

じられる。名
な

主
ぬし

制度，五
ご

人
にん

組
ぐみ

制度開始 

  植
うえ

田
だ

内
ない

膳
ぜん

，沼津に香
か

貫
ぬき

用水(内
ない

膳
ぜん

堀
ほり

)をつくる 

1637 

 

 

 

14助
すけ

郷
ごう

村の制度ができ，東海道沿いの各地で人馬がかりたてられる。島
しま

原
ばら

・天
あま

草
くさ

一
いっ

揆
き

がおこる 

1639  16ポルトガル船の来航を禁止 

1661 寛
かん

文
ぶん

 1関所女
おんな

手
て

形
がた

の制が定められる 

1663 3東海道に町
まち

飛
び

脚
きゃく

屋
や

が開業する 

1666 6箱根用水(深
ふか

良
ら

用水)に着手 

1707 宝
ほう

永
えい

 4富士山が大噴
ふん

火
か

し，宝
ほう

永
えい

山
ざん

ができる 

江 

戸 

1716 享
きょう

保
ほう

 1徳川吉
よし

宗
むね

，享保の改
かい

革
かく

に着手する 



1758 宝
ほう

暦
れき

 8相
さが

良
ら

藩
はん

主
しゅ

本
ほん

多
だ

忠
ただ

央
なか

が改
かい

易
えき

され，田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

が相良藩主になる 

1761  11白
はく

隠
いん

，竜
りゅう

沢
たく

寺
じ

を開く(三
み

島
しま

) 

1765 明
めい

和
わ

 2十
じっ

返
ぺん

舍
しゃ

一
いっ

九
く

，駿
すん

府
ぷ

に生まれる 

1782 天
てん

明
めい

 2天明のききんで多くの人々が生活に苦しむ(～1787) 

1787 7老中
ろうじゅう

松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

が寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

に着手する 

1793 寛政 5松平定信，伊
い

豆
ず

，相模
さがみ

の海岸を巡
じゅん

視
し

する 

1802 享
きょう

和
わ

 2掛
かけ

川
がわ

藩藩校(北
ほく

門
もん

書院)設立，後の徳
とく

造
ぞう

書院 

1805 文
ぶん

化
か

 2伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

，浜
はま

名
な

湖
こ

，伊豆海岸などを測量する 

1813  10沼
ぬま

津
づ

藩藩校(明
めい

親
しん

館
かん

)設立 

1824 

 

文
ぶん

政
せい

 

 

7茶問屋 15 人が許され，茶の栽
さい

培
ばい

がさかんになる。このころみかん栽培もはじ

まる 

1830 天
てん

保
ぽう

 1｢おかげ参り｣が大流行する。浜
はま

松
まつ

藩藩校の経
けい

誼
ぎ

館
かん

が設立される 

1841  12老中水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

が天保の改革に着手する 

1854 

 

安
あん

政
せい

 

 

1下
しも

田
だ

開港。ペリー入港。ロシア大使プチャーチン入港。日
にち

露
ろ

和
わ

親
しん

条約・下田

条約調印 

 

 

 

 

安政の大地
じ

震
しん

おこり，伊豆・東駿
する

河
が

に大異変おこる。プチャーチン乗
じょう

艦
かん

のデ

ィアナ号沈
ちん

没
ぼつ

する 

  江
え

川
がわ

英
ひで

竜
たつ

(担
たん

庵
なん

)，韮
にら

山
やま

に反
はん

射
しゃ

炉
ろ

をつくる(本
ほん

郷
ごう

村から移す) 

1855 

 

2プチャーチン，戸
へ

田
だ

港で西洋型の船をつくり帰国する。江川英竜，江戸で死

す。浜松米
よね

津
づ

海岸に台
だい

場
ば

を造る 

 

1856 3米総領事ハリス，下田に着任する。玉
ぎょく

泉
せん

寺
じ

が領事館となる 

1868 明
めい

治
じ

 1明治と改元。一
いっ

世
せ

一
いち

元
げん

制となる 

1871 

 

4廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

。静岡・堀
ほり

江
え

・韮山の 3 県に分割される。のち韮山県を廃
はい

止
し

して足
あし

柄
がら

県とする。堀江県は浜松県となる 

1876 

 

9足柄県が廃止され旧韮山県は静岡県に編入される。のち静岡県と浜松県が合
がっ

併
ぺい

する 

1886  19静岡事件おこる 

1889  22東海道線が開通する 

1896  29豆
ず

相
そう

鉄道が開通し，汽車が大
おお

仁
ひと

まで走る 

1904  37日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

がはじまる。静岡第 34 連隊が日露戦争に出
しゅっ

征
せい

する 

1906  39三島・沼津間に本県はじめての路面電車が走る 

明 
治 

1907  40浜松・二
ふた

俣
また

間に軽
けい

便
べん

鉄道が開通する 

1914 大
たい

正
しょう

 3第一次世界大戦はじまる。静岡第 34 連隊歩兵第 29 旅団が青
チン

島
タオ

に出征する 

 

 

 

 

元
もと

城
しろ

・金
かな

指
さし

間に軽便鉄道が開通する(今の遠
えん

州
しゅう

鉄道奥
おく

山
やま

線)。このころからハ

イヤーが走りはじめる 

1918 7米価をはじめ諸物価が大きく上がり，県下各地に米
こめ

騒
そう

動
どう

がおこる 

1925  14治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

，男子普
ふ

通
つう

選
せん

挙
きょ

法
ほう

成立 

1926 

 

 

 

15豊
とよ

田
だ

佐
さ

吉
きち

，自動織
しょっ

機
き

を完成させる(浜松)。高
たか

柳
やなぎ

健
けん

次
じ

郎
ろう

，世界で初めてテレビ

実験に成功 

大 

正 

  全国初の普通選挙が浜松市会議員選挙で実
じっ

施
し

される 



1927 昭
しょう

和
わ

 2チャッキリ節
ぶし

が清
し

水
みず

の狐
きつね

ケ
が

崎
さき

で発表される 

  金
きん

融
ゆう

恐
きょう

慌
こう

が県内に波
は

及
きゅう

する 

1930 

 

5丹
たん

那
な

地
じ

震
しん

で，北伊
い

豆
ず

地方に大きな被
ひ

害
がい

が出る。不
ふ

況
きょう

による生活苦が増し，欠
けっ

食
しょく

児
じ

童
どう

が問題となる 

  東
とう

海
かい

道
どう

を歩いて帰郷する失業者の群がみられる 

1931 6NHK 静岡放送局が開局する。翌年浜
はま

松
まつ

放送局も開局する。ラジオ放送はじまる

1936 

 

 

 

11二
に

・二
に

六
ろく

事件がおこり，西
さい

園
おん

寺
じ

公
きん

望
もち

が興
おき

津
つ

座
ざ

漁
ぎょ

荘
そう

より，静岡知事官舎に避
ひ

難
なん

す

る 

1937  12日
にっ

中
ちゅう

戦争おこる 

1939  14米の公定価格がつくられる。ガソリンが配
はい

給
きゅう

制となる 

1940 

 

 

 

15二
ふた

俣
また

線が完成する。静岡に大火，全焼約 5000 戸となる。このころ隣
となり

組
ぐみ

の結成

がはじめられる 

  ネオン・広告灯
とう

が禁止される。砂糖・マッチが配給制となる 

1941 

 

 

 

 

 

16政党が解散。大
たい

政
せい

翼
よく

賛
さん

会
かい

県支部の結成式が行われ，戦時体制が強化される。

小学校が国民学校と改
かい

称
しょう

され，中学生などの勤労動員が強化される。米が配

給制となる。三
み

島
しま

市誕生。太平洋戦争がはじまる 

1942  17衣料の切
きっ

符
ぷ

制度が実
じっ

施
し

される。富
ふ

士
じの

宮
みや

市誕生 

1943  18登
と

呂
ろ

遺
い

跡
せき

が発見される 日
に

本
ほん

坂
ざか

トンネルが開通する 

1944 

 

 

 

19小学生集団疎
そ

開
かい

の受け入れはじまる。米空軍機による空
くう

襲
しゅう

がはじまる。茶・

みかん園を整理し，主食の増産にはげむ 

1945 

 

 

 

20沼
ぬま

津
づ

・清水・静岡・磐
いわ

田
た

・浜松などの各都市が米軍の空襲にあい市街地の大

半が焼失(約 7 万戸) 

  浜松・清水などでは艦
かん

砲
ぽう

射
しゃ

撃
げき

も受ける。日本降
こう

伏
ふく

。太平洋戦争が終わる 

1946 

 

 

 

 

 

21日本国憲法が公布される 

県下で戦後初のメーデーが行われる。浜
はま

名
な

用水が完成する。昭和天皇が県下

を視察する 

1947 

 

 

 

22新憲法下で初の選挙(衆・参議院議員，知事，県会議員)が行われる 

六・三制の新学制が施行される。登
と

呂
ろ

遺
い

跡
せき

の発
はっ

掘
くつ

が開始される 

1948 

 

 

 

 

 

23農地改革がほぼ完了し，自作農の割合が 87.5％となる。佐
さ

久
く

間
ま

ダムの工事に

着手する 

アイオン台風により水田が被害を受ける 

1949  24静岡・浜松間の国鉄が電化される。静岡大学が開校する 

1952  27登呂遺跡が国の特別史
し

跡
せき

に指定される。静岡放送が放送を開始する 

1953  28NHK がテレビ放送を開始する。県立薬科大学が開校する 

1954 

 

 

 

 

 

29第 5福
ふく

竜
りゅう

丸
まる

がビキニ環
かん

礁
しょう

で水
すい

爆
ばく

実験の死の灰をあびて焼
やい

津
づ

に帰港する(第 5

福竜丸事件) 

富
ふ

士
じ

市・藤
ふじ

枝
えだ

市・掛
かけ

川
がわ

市が誕生する。浜松に航空自衛隊がおかれる 

1955 

 

 

 

30陸上自衛隊東富士演習場の補
ほ

償
しょう

問題がおこる。蜆
しじみ

塚
づか

貝
かい

塚
づか

の発掘がはじまる

(浜松) 

昭 

和 

1956  31佐
さ

久
く

間
ま

発電所が完成する。石
いし

橋
ばし

湛
たん

山
ざん

内閣が成立する 



1957  32静岡国体が開かれる。井
い

川
がわ

ダムが完成する 

1958 

 

 

 

33三
み

池
いけ

平
だいら

古
こ

墳
ふん

の発
はっ

掘
くつ

調査が行われる(清
し

水
みず

)。袋
ふくろ

井
い

市・天
てん

竜
りゅう

市が誕生する 

狩
か

野
のう

川台風で伊
い

豆
ず

地方に大きな被
ひ

害
がい

が出る(死者・行方不明者 926 人) 

1959  34焼
やい

津
づ

で原
げん

水
すい

爆
ばく

禁止日本大会が開かれる 

1960  35チリ地
じ

震
しん

による津
つ

波
なみ

で，清水港の養
よう

殖
しょく

真
しん

珠
じゅ

が全
ぜん

滅
めつ

する 

1961  36田
た

子
ご

の浦
うら

港が完成する。第 6 次総合開発計画が発表される 

1963  38東駿
する

河
が

湾
わん

地区が工業整備特別地域に指定される 

1964  39東海道新幹線が開通する 

1968  43大
おお

井
い

川右岸用水が完成する。県旗・県章・県歌が制定される 

1969  44東
とう

名
めい

高速道路が開通し，名
めい

神
しん

高速道路と直結する 

1970  45県庁舎が完成する。田子の浦のヘドロ公害問題で論議が高まる 

1971  46下
しも

田
だ

市・裾
すそ

野
の

市が誕生する。第 13 回世界ジャンボリーが開
かい

催
さい

される(富
ふ

士
じの

宮
みや

)

1972  47湖
こ

西
さい

市が誕生する 

1973  48浜
はま

名
な

大橋・熱
ねっ

函
かん

道路が開通する。県下で初の光化学スモッグが発生する 

1974 

 

 

 

49集中豪
ごう

雨
う

(七夕豪雨)により，静岡・清水を中心に大きな被害が出る。伊豆半

島沖に地震がおこる(死者 30 人) 

1976  51 駿河湾での巨大地震説が発表される。伊豆河
かわ

津
づ

にＭ5.3 の直
ちょっ

下
か

型
がた

地震が発生

する 

1977  52巨大地震対策が行政・生活上の課題となる。県に地震対策課が設置される 

1978  53伊豆大島近海地震(Ｍ7)が伊豆半島を直
ちょく

撃
げき

する。造船不
ふ

況
きょう

が深刻になる 

1979 

 

 

 

54東名高速道路日
に

本
ほん

坂
ざか

トンネル内で車両火災がおこる 

県内全域が東海大地震の強化対策地域に指定される 

1980 

 

 

 

55伊豆東海岸に群発地震が発生する。静岡駅前地下街でガス爆
ばく

発
はつ

事故が発生し，

15 人が死亡する 

 

1981  56河津ループ橋が完成する。浜松がテクノポリス建設調査地に指定される 

1991 平
へい

成
せい

 3全国高校総合体育大会が開催される 

1993  5サッカーの J リーグが開幕する(清水，翌年磐
いわ

田
た

) 

1996 8富士宮市のオウム真理教富士山総本部から信徒が退去する 

1998  10ロシアのエリツィン大統領と橋
はし

本
もと

龍
りゅう

太
た

郎
ろう

首相が伊
い

東
とう

市で会談する 

平
成 

2002  14サッカーのワールドカップが開催され，静岡県内でも試合が行われる(袋
ふくろ

井
い

) 

 


